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１．	目的 

	 本研究の目的は、小学校教師が体育に対してど

のような考え方を持っているのかという体育観を

明らかにすることである。そして、それが中・高

の保健体育の教員免許状の有無によって差異があ

るか否かについて明らかにすることである。保健

体育の教員免許状の有無に着目するのは、教員免

許状が保健体育に関する知識を保障していると考

えるからであり、また、それが小学校体育に対す

る考え方に影響を及ぼすと考えるからである。 
 

２．	研究方法 

１）	対象者：Ｋ市内の小学校教師 11名（中・高
保健体育免許有：5人	 無：6人） 

２）	調査方法：体育授業づくり等に関するイン

タビュー。1人当たり約 20分～30分 
３）	分析方法：教師の発言内容から体育観を抽

出し、それが保健体育教員免許状の有無に

よってどのような違いがあるのかを考察

した。 
 
３．	結果と考察 

１）		 それぞれの教師の体育観を詳しく見て

比較する事で、傾向や特徴など見られる部

分もあったが、体育観はそれぞれの教師に

特有のもので様々だという事が言える。 
２）		 中・高保健体育免許の有無では 11 個の

質問項目で違いや傾向が見られた。免許の

有無による違いや傾向が見られたカテゴリ

ーは「授業計画」「実際の授業」「授業づ

くりを支えるもの」「体育に対する考え方」

の 4つである。 
３）		 「授業計画」では、授業計画を立てる際

に参考にしているもの、授業計画の立てに

くい種目・領域、授業計画を立てる際にど

れくらい運動量を確保しようと考えている

かについて違いが見られた。「実際の授業」

では、声掛け、集合、授業を行いやすい・

行いにくい種目・領域、技術指導で困難な

こと、困難だと感じることを克服するため

にしていること、についての違いが見られ

た。 
「授業づくりを支えるもの」では、体育

の研究会への参加の有無、体育について学

ぶためにしていることについて違いが見ら

れた。「体育に対する考え方」では、体育と

いう教科をどのように捉えているか、体育

は子どもにとってどうあるべきだと考える

かについて違いが見られた。 
 

４．	結論 

	 体育観はそれぞれの教師に特有のもので、他の

教師と比較しても全く同じという事はなく、１人

１人考え方が違って様々だという事が分かった。

他方で、保健体育の教員免許状の有無の観点から、

それぞれの教師の体育観を比較する事で、共通す

る傾向の部分と差異のある部分があることが明ら

かになった。 
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